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概要

関連情報

本研究は工学院大学と東京医科大
学の医工連携プロジェクトの一環
として行われています。

DNAマイクロアレイなどの技術が発展し、生命情報のデータが大規模化している。近
年では、異種データの統合的な解析法も提案されている。本技術は、このようなビッグ
データを生物学的な知見に基づきグループ化して、統計的に比較するものである。この
方法によって、測定条件（患者など）数が少ない場合でも、有用な知見を発見できる。

生命情報ビッグデータは、パラメータ（遺伝子など）数に比べて、測定条件数が少ない
というデータ構造のため、数理的な処理法によって有用な知見を発見することが困難
である。本技術では、データ構造を考慮して、これまで捨てていたデータもグループに
取り込むことで、精度を高め、適用範囲を広げた。

• がんをはじめとする疾患のバイオマーカー探索
• 医療・健康分野のビッグデータに基づく要因分析
• ビッグデータのマイニング
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• 先験的知識を活用したビッグデータ解析
• 異種データの統合解析
• 測定条件が少ない場合にも適用可能
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